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年度
受入・派遣

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

学生の受入 0 0 0

学生の派遣 0 0 0

研究者・職員の受入 ０ 0 0

研究者・職員の派遣 0 0 0

●学部・大学院生 約25,000人（うち留学生 約5,000人） ●教職員 約3,700人
ホームページ http://www.uwa.edu.au/

交流協定締結年月日：2002年3月28日 主管学部：農学部

西オーストラリア大学の象徴

ウィンスロップ・ホール（1932年築）

交流協定締結

進化生物学研究センター

キャンパスの風景

西オーストラリア州の最も古い（1911年創立）教育研究機関として発展してきた。オーストラリア西海岸
パース市スワン川沿いに位置し、オーストラリア西部の中核教育機関で農学・自然科学部は活発な教育・研究活
動を行っている。西オーストラリア州は豊富な鉱物資源で知られているが高品質のワイン生産など農業も盛んで、
日本との様々な貿易関係がある。インドネシアにも近く、中国・シンガポールなどアジアの学生を積極的に受け
入れており、香川大学も農学部レベルで学術交流協定を調印している。

国際交流の特色

交流実績（平成２８年度～３０年度）

教員からの声

西オーストラリア大学農学・自然科学部は、砂漠や海岸
など変化に富んだ自然を背景に西オーストラリア州の自然
と環境を学ぶのに絶好の位置にあります。私は同学部進化
生物学研究センターに約10ヶ月間客員研究員として滞在し、
共同研究を行いました。ここは生物進化の基礎理論から希
少種の保護や環境保全など様々なテーマで優秀な研究者が
世界中から集まっています。気候は温暖で過ごしやすく、
大学のすぐ横を流れるスワン川のほとりに降りて美しい景
色を眺めていると、自然と研究のアイデアが沸いてきたも
のでした。

農学部准教授 安井 行雄

約２ヶ月間、実験技術習得のため西オーストラリア大学自
然科学部研究室に修士院生を派遣しました。研究室には日本
人の研究者もおり、研究室の技官の家に下宿して生活しまし
た。短時間で現地になれるのは大変で、特に生活習慣の違い
や英語で苦労したようです。大学の先生は皆外国人になれて
おり、大学の学生向けケアをするシステムは充実しています。
昨今の豪ドル高のため生活費は安くありませんが、小さな都
市ですのでのんびりと大学生活を送れると思います。

農学部特命教授 田島 茂行

オーストラリア連邦

私は5週間、西オーストラリア大学付属の語学研修機関で英
語を勉強しました。西オーストラリア大学の本キャンパスと
は異なる場所にありましたが、クラブ活動のために何度か本
キャンパスにも行きました。キャンパス内は沢山の学生で溢
れており、活気のある素敵な大学だという印象です。また、
とてもキャンパスが広く、花や木が日本と違っていて歩いて
いておもしろかったです。図書館は日本の大学の図書館の何
倍も大きく、設備も大変整っており、何時間でも勉強できそ
うな気がしました。日本からの留学生にも出会いましたが、
他にも沢山の国からの留学生がいるそうです。パースで5週間
生活して、都会でありながらも自然が溢れており、とても住
みやすい街だなと思いました。気候や動植物も日本と大きく
異なり、毎日新しいことの連続で新鮮でした。この留学がで
きて本当によかったです。

農学部2年 野村 梨紗
（令和元年度現在）

学生からの声
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